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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
光電変換素子を内蔵する光学電子部品を、プリント配線基板に固定されるソケットに接続
する光学電子部品とソケットの接続構造であって、
　光学電子部品は、
　平面の開口を通して鉛直方向の上方に内蔵する光電変換素子を臨ませ、側面から水平面
に沿った少なくとも１方向に突出する鍔部を一体に有する絶縁ケースと、
　光電変換素子に電気接続し、前記鍔部の平面若しくは底面のいずれかの露出面に露出す
る複数の導電パッドとを備えるとともに、
　ソケットは、
　プリント配線基板と平行な水平面に沿ってプリント配線基板に固定され、前記鍔部を前
記鍔部の突出方向に沿ってスライド自在に案内して収容する接続挿入凹部が形成されたハ
ウジングと、
　前記接続挿入凹部に収容された前記鍔部の前記導電パッドが露出する露出面に鉛直方向
で対向するハウジングの接続領域に互いに絶縁して固定され、一端側の脚部がプリント配
線基板の導電パターンに電気接続し、他側の接触部が前記鍔部と一体にスライドする前記
複数の導電パッドの移動軌跡に臨む複数のコンタクトとを備え、
　前記接続挿入凹部内で前記鍔部の露出面に露出する導電パッドが対応する前記コンタク
トの接触部に接触する前記鍔部の挿入位置で、前記絶縁ケースを水平方向に対して位置決
めし、
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　光電変換素子がプリント配線基板に直交する上方に臨む姿勢で、光学電子部品をプリン
ト配線基板に固定されるソケットへ接続することを特徴とする光学電子部品とソケットの
接続構造。
【請求項２】
前記接続挿入凹部を形成する前記ハウジングの一部は、プリント配線基板の接地パターン
に電気接続する金属カバーであることを特徴とする請求項１に記載の光学電子部品とソケ
ットの接続構造。
【請求項３】
前記ハウジングに、前記接続挿入凹部に連続して、鉛直方向から載置される前記鍔部を前
記鍔部の突出方向に沿って前記接続挿入凹部へ案内するガイド受け部を形成することを特
徴とする請求項１又は請求項２に記載の光学電子部品とソケットの接続構造。
【請求項４】
ソケットは、前記接続領域の全周を囲う前記ハウジングの部位に固定され、前記接続挿入
凹部に挿入される前記鍔部の露出面に弾性接触して、前記接続領域に対向する前記接続挿
入凹部の内面との間で前記鍔部を挟持する第１弾性シール部材を更に備え、
　前記鍔部の露出面に露出する導電パッドと対応する前記コンタクトの接触部とが接触す
る空間を、前記ハウジングと第１弾性シール部材と前記鍔部の露出面で密閉することを特
徴とする請求項１乃至請求項３のいずれか１項に記載の光学電子部品とソケットの接続構
造。
【請求項５】
光電変換素子を内蔵する光学電子部品を、プリント配線基板に固定されるソケットに接続
する光学電子部品とソケットの接続構造であって、
　光学電子部品は、
　鉛直方向を中心軸とする有底円筒体状に形成され、平面の開口を通して鉛直方向の上方
に内蔵する光電変換素子を臨ませ、側面から水平面に沿った少なくとも１方向に突出する
鍔部を一体に有する絶縁ケースと、
　光電変換素子に電気接続し、前記絶縁ケースの底面に露出する複数の導電パッドとを備
えるとともに、
　ソケットは、
　プリント配線基板と平行な水平面に沿ってプリント配線基板に固定され、円形底面部と
、円形底面部の周囲に起立する円筒状の周壁部とから、前記絶縁ケースの前記鍔部を収容
する円筒収容凹部が形成されたハウジングと、
　前記周壁部から内側に水平に突設され、前記円形底面部との間で前記鍔部を嵌挿し、前
記絶縁ケースを前記周壁部の内壁面に沿って前記円筒収容凹部の中心軸周りに回動自在に
案内するカバー片と、
　前記導電パッドが露出する前記絶縁ケースの底面に鉛直方向で対向する円形底面部の接
続領域に互いに絶縁して固定され、一端側の脚部がプリント配線基板の導電パターンに電
気接続し、他側の接触部が前記鍔部と一体にスライドする前記複数の導電パッドの移動軌
跡に臨む複数のコンタクトとを備え、
　前記円筒収容凹部内で前記絶縁ケースの底面に露出する導電パッドが対応する前記コン
タクトの接触部に接触する前記絶縁ケースの回転位置で、前記絶縁ケースを回動方向に対
して位置決めし、
　光電変換素子がプリント配線基板に直交する上方に臨む姿勢で、光学電子部品をプリン
ト配線基板に固定されるソケットへ接続することを特徴とする光学電子部品とソケットの
接続構造。
【請求項６】
前記円筒収容凹部を形成する前記周壁部と前記カバー片は、一枚の金属板からなり、前記
周壁部の下端の脚部がプリント配線基板の接地パターンに電気接続することを特徴とする
請求項５に記載の光学電子部品とソケットの接続構造。
【請求項７】
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ソケットは、前記接続領域の全周を囲う前記円形底面部の部位に固定され、前記円筒収容
凹部内で前記絶縁ケースの底面に弾性接触して、前記カバー片との間で前記絶縁ケースを
挟持する第２弾性シール部材を更に備え、
　前記絶縁ケースの底面に露出する導電パッドと対応する前記コンタクトの接触部とが接
触する空間を、前記円形底面部と第２弾性シール部材と前記絶縁ケースの底面との間で密
閉することを特徴とする請求項５又は請求項６のいずれか１項に記載の光学電子部品とソ
ケットの接続構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カメラモジュール等の光電変換素子を内蔵する光学電子部品をプリント配線
基板に固定されるソケットへ接続する光学電子部品とソケットの接続構造に関し、更に詳
しくは、内蔵する光電変換素子の受光路をプリント配線基板の平面に直交させる姿勢で光
学電子部品をソケットへ接続する接続構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、イメージセンサー等の光電変換素子を内蔵する光学電子部品は、プリント配線基
板上に固定されるソケットに接続してプリント配線基板へ接続しているが、光電変換素子
の撮像視野がプリント配線基板やプリント配線基板の周囲に実装される他の部品によって
遮られないように、光学電子部品をソケットに接続している（特許文献１、特許文献２）
。以下、この光学電子部品とソケットの接続構造を特許文献２に記載のソケット１００を
例に説明する。
【０００３】
　図２３、図２４は、ソケット１００の斜視図と縦断面図であり、ソケット１００は、プ
リント配線基板１１０を貫通する取付孔１１１に絶縁ハウジング１０１の下方の一部を落
とし込んで、プリント配線基板１１０と平行な水平面に沿ってプリント配線基板１１０に
実装されるスルーボードソケット１００である。スルーボードソケット１００は、光学電
子部品である図示しない直方体状のカメラモジュールを上方から装着するように、方形状
の底板部１０１ａとその周囲４辺から上方に立設された側壁部１０１ｂとを一体にモール
ド成形することにより上方に開口する枡形の接続挿入凹部１０２が凹設された絶縁ハウジ
ング１０１と、絶縁ハウジング１０１の側壁部１０１ｂを貫通する複数のコンタクト１０
３と、側壁部１０１ｂの周囲を覆う一対のサイドシールド板１０４、１０４と、底壁部１
０１ａを下方から覆うボトムシールド板１０５とから構成されている。
【０００４】
　図２４に示すように、各コンタクト１０３は、側壁部１０１ｂに固定される固定部１０
３ａと、固定部１０３ａから逆Ｕ字状に折り曲げられて底壁部１０１ａに沿って片持ち支
持される接触部１０３ｂと、固定部１０３ａからＵ字状に折り曲げられた先が水平に折り
返される接続脚部１０３ｃとが、細長帯状に一体に形成されている。
【０００５】
　一対のサイドシールド板１０４、１０４は、側壁部１０１ｂを跨いで接続挿入凹部１０
２の内方に向かって折り返される複数の折り曲げバネ片１０４ｂを有している。複数の折
り曲げバネ片１０４ｂのうち、側壁部１０１ｂの中央で折り返される折り曲げバネ片１０
４ｂは、接続挿入凹部１０２に収容される光学電子部品の外側面に係止し、光学電子部品
を上方へ抜け止めするように作用し、側壁部１０１ｂの両側で折り返される折り曲げバネ
片１０４ｂ’は、接続挿入凹部１０２に収容される電子部品の外側面に弾性接触し、光学
電子部品の底面に露出する導電パッドが各コンタクト１０３の接触部１０３ｂと位置ずれ
することなく接触するように光学電子部品を位置決めしている。
【０００６】
　ボトムシールド板１０５は、導電性金属板によって底壁部１０１ａの底面全体を覆う方
形状に形成され、その四隅で上方に立設される圧入片を底板部１０１ａの底面側から圧入
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して固定される。ボトムシールド板１０５の周囲の４辺は、それぞれ底板部１０１ａの側
面を覆うように上方に折り曲げられ、その上端から外方に接地脚部１０５ａが水平方向に
折り曲げられている。
【０００７】
　このスルーボードソケット１００は、ボトムシールド板１０５の外径よりわずかに大き
い内径に形成されたプリント配線基板１１０の取付孔１１１に下方の一部を収容し、収容
した状態でプリント配線基板１１０の平面の高さで水平に突出する各コンタクト１０３の
接続脚部１０３ｃを、プリント配線基板１１０の対応部位に配線された導電パターンへ半
田接続するとともに、サイドシールド板１０４の接地脚部１０４ｃと、ボトムシールド板
１０５の接地脚部１０５ａを、プリント配線基板１１０の接地パターンに半田接続して、
プリント配線基板１１０の表面の水平面と平行にスルーボードソケット１００を取付孔１
１１内に固定する。
【０００８】
　スルーボードソケット１００の接続挿入凹部１０２に光電変換素子の受光光路を鉛直方
向の上方とした姿勢の光学電子部品を収容すると、その底面に露出する各導電パッドは、
各コンタクト１０３を介してプリント配線基板１１０の導電パターンに電気接続し、光学
電子部品は、プリント配線基板１１０の水平面に受光光路を直交させた姿勢でプリント配
線基板１１０に実装されたソケット１００に接続する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２００９－１２３４２８号公報
【特許文献２】特開２００９－１１０７１２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　上述の特許文献１、２に記載の従来のソケットは、接続挿入凹部１０２に上方から游嵌
される光学電子部品を、周囲の側壁部１０１ｂに固定された多数の折り曲げバネ片１０４
ｂ’で水平方向に沿った各方向から押圧し、光学電子部品を接続挿入凹部１０２内に位置
決めするものであるので、光学電子部品に水平方向の外力が加わったり、多数の折り曲げ
バネ片１０４ｂ’のバネ圧が異なると、光学電子部品が設定した位置から水平方向に移動
し、光電変換素子の受光光路が偏倚する恐れがあった。
【００１１】
　また、光学電子部品のプリント配線基板からの高さを低背化するために、光学電子部品
のほぼ全体を接続挿入凹部１０２内に収容するので、抜け止め片として作用する折り曲げ
バネ片１０４ｂを側壁部１０１ｂ側へ押し込んで係止を解除する専用の治具を用いなけれ
ば、光学電子部品を取り出すことができず、容易に光学電子部品を交換することができな
かった。
【００１２】
　更に、接続挿入凹部１０２の内底面に板バネ片で形成したコンタクトの接触部を突出さ
せ、鉛直方向で光学電子部品の絶縁ケースの底面に露出する導電パッドへコンタクトの接
触部を突き当て接触で弾性接触させる構造であるので、コンタクトの接触部や導電パッド
の接触面がセルフクリーニングされず、接触面に付着する酸化皮膜や絶縁物で相互の接触
不良が生じる恐れがあった。
【００１３】
　特に、プリント配線基板に実装されるソケットを低背化するために、特許文献１、２に
記載のソケットでは、絶縁ハウジング１０１の底壁部１０１ａに、導電パッドと接触して
下方に撓むコンタクトとの干渉を避けるスリットが形成されているので、コンタクト１０
３の接触部１０３ｂと導電パッドとが接触する空間を外部から密閉させることができず、
劣悪な雰囲気中で使用した場合に接触面に酸化皮膜や絶縁物が付着して接触不良が生じる
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問題は避けられなかった。
【００１４】
　更に、コンタクト１０３の自由端側の接触部１０３ｂは、導電パッドと突き当て接触す
る鉛直方向に対して正確に位置決めできないので、導電パッドとの接触タイミングが異な
る検出コンタクトを配置して、光学電子部品とソケットとの接続タイミングを検出するこ
とができない。
【００１５】
　本発明はこのような問題点に鑑みてなされたもので、光学電子部品の受光光路が偏倚す
ることなくソケットに接続する光学電子部品とソケットの接続構造を提供することを目的
とする。
【００１６】
　また、ソケットから光学電子部品を容易に着脱して交換可能な光学電子部品とソケット
の接続構造を提供することを目的とする。
【００１７】
　また、光学電子部品の導電パッドとソケットのコンタクトの接触部間の接触面が、相互
の接触毎にセルフクリーニングされ、絶縁物が介在することによる接触不良が生じない光
学電子部品とソケットの接続構造を提供することを目的とする。
【００１８】
　更に、光学電子部品の導電パッドとソケットのコンタクトの接触部間の接触タイミング
を正確に設定できる光学電子部品とソケットの接続構造を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　上述の目的を達成するため、請求項１の光学電子部品とソケットの接続構造は、光電変
換素子を内蔵する光学電子部品を、プリント配線基板に固定されるソケットに接続する光
学電子部品とソケットの接続構造であって、光学電子部品は、平面の開口を通して鉛直方
向の上方に内蔵する光電変換素子を臨ませ、側面から水平面に沿った少なくとも１方向に
突出する鍔部を一体に有する絶縁ケースと、光電変換素子に電気接続し、鍔部の平面若し
くは底面のいずれかの露出面に露出する複数の導電パッドとを備えるとともに、
　ソケットは、プリント配線基板と平行な水平面に沿ってプリント配線基板に固定され、
鍔部を鍔部の突出方向に沿ってスライド自在に案内して収容する接続挿入凹部が形成され
たハウジングと、接続挿入凹部に収容された鍔部の導電パッドが露出する露出面に鉛直方
向で対向するハウジングの接続領域に互いに絶縁して固定され、一端側の脚部がプリント
配線基板の導電パターンに電気接続し、他側の接触部が鍔部と一体にスライドする複数の
導電パッドの移動軌跡に臨む複数のコンタクトとを備え、
　接続挿入凹部内で鍔部の露出面に露出する導電パッドが対応するコンタクトの接触部に
接触する鍔部の挿入位置で、絶縁ケースを水平方向に対して位置決めし、光電変換素子が
プリント配線基板に直交する上方に臨む姿勢で、光学電子部品をプリント配線基板に固定
されるソケットへ接続することを特徴とする。
【００２０】
　光学電子部品は、鍔部がソケットのガイド部により水平面に沿ってスライド自在に案内
されるので、水平面に直交する光電変換素子の受光光路は、偏倚しない。
【００２１】
　光学電子部品の複数の導電パッドは、絶縁ケースの水平面と平行な外面に露出し、絶縁
ケースと一体の鍔部は、ソケットのガイド部により水平面に沿ってスライド自在に案内さ
れるので、水平方向に移動する。ソケットのコンタクトの接触部は、水平方向に移動する
導電パッドの移動軌跡に臨むので、導電パッドと対応するコンタクトの接触部は、光学電
子部品のスライドにより摺動接触する。
【００２２】
　接続領域に固定されるコンタクトの接触部を、水平方向の固定位置に支持できるので、
導電パッドの水平面に沿った移動軌跡の任意の位置に臨ませ、コンタクト毎に対応する導
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電パッドとの接触タイミングを調整できる。
【００２３】
　光学電子部品の絶縁ケースは、鍔部がソケットの接続挿入凹部により水平面に沿ってス
ライド自在に案内され、導電パッドが対応するコンタクトの接触部に接触するスライド位
置で絶縁ケースが水平方向に対して位置決めされるので、水平面に直交する光電変換素子
の受光光路は、偏倚しない。
【００２４】
　導電パッドは、接続挿入凹部にスライド自在に案内され、接続挿入凹部に収容される鍔
部の平面若しくは底面に露出し、コンタクトの接触部は、接続挿入凹部内で水平方向に移
動する導電パッドの移動軌跡に臨むので、導電パッドと対応するコンタクトの接触部は、
光学電子部品のスライドにより摺動接触する。
【００２５】
　接続領域に固定されるコンタクトの接触部を、水平方向の固定位置に支持できるので、
接続挿入凹部内で導電パッドの水平面に沿った移動軌跡の任意の位置に臨ませ、コンタク
ト毎に対応する導電パッドとの接触タイミングを調整できる。
【００２６】
　絶縁ケースは、一体の鍔部のみが接続挿入凹部に収容されるので、鍔部を除く絶縁ケー
スを水平方向にスライド操作して、容易に鍔部を接続挿入凹部へ挿抜できる。
【００２７】
　請求項２の光学電子部品とソケットの接続構造は、接続挿入凹部を形成するハウジング
の一部は、プリント配線基板の接地パターンに電気接続する金属カバーであることを特徴
とする。
【００２８】
　接続挿入凹部の一部が金属カバーで形成されるので、接続挿入凹部自体に所定の強度が
得られるとともに、ハウジングが金属カバーと接地パターンとの接続箇所でもプリント配
線基板に固定されるので、コンタクトの脚部とプリント配線基板の導電パターン間の接続
箇所に外力が作用しにくい。
【００２９】
　また、接続挿入凹部の一部を接地された金属カバーで形成するので、金属カバーで覆わ
れる部位で接続挿入凹部内が外部と遮蔽される。
【００３０】
　請求項３の光学電子部品とソケットの接続構造は、ハウジングに、接続挿入凹部に連続
して、鉛直方向から載置される鍔部を鍔部の突出方向に沿って接続挿入凹部へ案内するガ
イド受け部を形成することを特徴とする。
【００３１】
　ガイド受け部に載置される光学電子部品の鍔部は、ガイド受け部に載置し、鍔部の突出
方向へスライドするだけで、接続挿入凹部に収容される。
【００３２】
　請求項４の光学電子部品とソケットの接続構造は、ソケットが、接続領域の全周を囲う
ハウジングの部位に固定され、接続挿入凹部に挿入される鍔部の露出面に弾性接触して、
接続領域に対向する接続挿入凹部の内面との間で鍔部を挟持する第１弾性シール部材を更
に備え、鍔部の露出面に露出する導電パッドと対応するコンタクトの接触部とが接触する
空間を、ハウジングと第１弾性シール部材と鍔部の露出面で密閉することを特徴とする。
【００３３】
　鍔部を接続挿入凹部に収容すると、導電パッドと対応するコンタクトの接触部とが接触
する空間が、コンタクトが固定される接続挿入凹部の内面と第１弾性シール部材と鍔部の
露出面との間で密閉される。
【００３４】
　請求項５の光学電子部品とソケットの接続構造は、光電変換素子を内蔵する光学電子部
品を、プリント配線基板に固定されるソケットに接続する光学電子部品とソケットの接続
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構造であって、
　光学電子部品は、鉛直方向を中心軸とする有底円筒体状に形成され、平面の開口を通し
て鉛直方向の上方に内蔵する光電変換素子を臨ませ、側面から水平面に沿った少なくとも
１方向に突出する鍔部を一体に有する絶縁ケースと、光電変換素子に電気接続し、絶縁ケ
ースの底面に露出する複数の導電パッドとを備えるとともに、
　ソケットは、プリント配線基板と平行な水平面に沿ってプリント配線基板に固定され、
円形底面部と、円形底面部の周囲に起立する円筒状の周壁部とから、絶縁ケースの鍔部を
収容する円筒収容凹部が形成されたハウジングと、周壁部から内側に水平に突設され、円
形底面部との間で鍔部を嵌挿し、絶縁ケースを周壁部の内壁面に沿って円筒収容凹部の中
心軸周りに回動自在に案内するカバー片と、導電パッドが露出する絶縁ケースの底面に鉛
直方向で対向する円形底面部の接続領域に互いに絶縁して固定され、一端側の脚部がプリ
ント配線基板の導電パターンに電気接続し、他側の接触部が鍔部と一体にスライドする複
数の導電パッドの移動軌跡に臨む複数のコンタクトとを備え、円筒収容凹部内で絶縁ケー
スの底面に露出する導電パッドが対応するコンタクトの接触部に接触する絶縁ケースの回
転位置で、絶縁ケースを回動方向に対して位置決めし、光電変換素子がプリント配線基板
に直交する上方に臨む姿勢で、光学電子部品をプリント配線基板に固定されるソケットへ
接続することを特徴とする。
【００３５】
　光学電子部品の絶縁ケースは、円筒収容凹部の中心軸周りに水平面に沿って回動自在に
案内され、導電パッドが対応するコンタクトの接触部に接触する回転位置で位置決めされ
るので、水平方向に移動することがなく、水平面に直交する光電変換素子の受光光路は、
偏倚しない。
【００３６】
　光学電子部品の複数の導電パッドは、鍔部とともにソケットの円筒収容凹部の中心軸周
りに水平面に沿って回動自在に案内される絶縁ケースの底面に露出し、ソケットのコンタ
クトの接触部は、絶縁ケースの底面に対向する円形底面部上の導電パッドの移動軌跡に臨
むので、導電パッドと対応するコンタクトの接触部は、光学電子部品が円筒収容凹部内で
回動することにより摺動接触する。
【００３７】
　接続領域に固定されるコンタクトの接触部を、円筒収容凹部の中心軸周りの固定位置に
支持できるので、中心軸周りで回転する導電パッドの移動軌跡の任意の位置に臨ませ、コ
ンタクト毎に対応する導電パッドとの接触タイミングを調整できる。
【００３８】
　請求項６の光学電子部品とソケットの接続構造は、円筒収容凹部を形成する周壁部とカ
バー片は、一枚の金属板からなり、周壁部の下端の脚部がプリント配線基板の接地パター
ンに電気接続することを特徴とする。
【００３９】
　円筒収容凹部の周壁部が金属カバーで形成されるので、円筒収容凹部自体に所定の強度
が得られるとともに、ハウジングを周壁部の下端の脚部と接地パターンとの接続箇所でも
プリント配線基板に固定し、ハウジングの接続領域に固定されるコンタクトの脚部とプリ
ント配線基板の導電パターン間の接続箇所に外力が作用しにくい。
【００４０】
　また、円筒収容凹部の周壁部とカバー片を接地された金属カバーで形成するので、金属
カバーで覆われる部位で円筒収容凹部内が外部と遮蔽される。
【００４１】
　請求項７の光学電子部品とソケットの接続構造は、ソケットは、接続領域の全周を囲う
円形底面部の部位に固定され、円筒収容凹部内で絶縁ケースの底面に弾性接触して、カバ
ー片との間で絶縁ケースを挟持する第２弾性シール部材を更に備え、絶縁ケースの底面に
露出する導電パッドと対応するコンタクトの接触部とが接触する空間を、円形底面部と第
２弾性シール部材と絶縁ケースの底面との間で密閉することを特徴とする。
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【００４２】
　絶縁ケースの底面を円筒収容凹部に収容すると、導電パッドと対応するコンタクトの接
触部とが接触する空間が、円形底面部と第２弾性シール部材と絶縁ケースの底面との間で
密閉される。
【発明の効果】
【００４３】
　請求項１の発明によれば、ソケットに接続した光学電子部品が外力を受けても、内蔵す
る光電変換素子の受光光路が鉛直方向から傾斜しない。
【００４４】
　また、光学電子部品の導電パッドとソケットのコンタクトの接触部間の接触面が、光学
電子部品をソケットへ接続する毎にセルフクリーニングされ、絶縁物が介在することによ
る接触不良が生じない。
【００４５】
　更に、光学電子部品の導電パッドとソケットのコンタクトの接触部間の接触タイミング
を任意に設定できる。
【００４６】
　更に、ソケットに接続した光学電子部品が外力を受けても、絶縁ケース自体が水平方向
に対して位置決めされるので、内蔵する光電変換素子の受光光路が偏倚することがない。
【００４７】
　また、鍔部を接続挿入凹部内でスライドさせる毎に、光学電子部品の導電パッドとソケ
ットのコンタクトの接触部間の接触面がセルフクリーニングされ、絶縁物が介在すること
による接触不良が生じない。
【００４８】
　更に、ソケットのコンタクトの接触部を、接続挿入凹部内で水平方向の固定位置に突出
させることができるので、接続挿入凹部に収容される鍔部の露出面に露出する導電パッド
と任意の接触タイミングで接触させることができる。
【００４９】
　絶縁ケースは、一体の鍔部のみが接続挿入凹部に収容されるので、鍔部を除く絶縁ケー
スを水平方向にスライド操作して、ソケットから光学電子部品を容易に着脱して交換可能
とすることができる。
【００５０】
　請求項２の発明によれば、接続挿入凹部の内壁面が変形しにくく、接続挿入凹部へ鍔部
を挿抜によってハウジングが外力を受けても、コンタクトの脚部とプリント配線基板の導
電パターンとの半田接続部に伝達されず、パターン剥離などが生じない。
【００５１】
　更に、金属カバーで覆われる方向から接続挿入凹部内に侵入するノイズを遮蔽できる。
【００５２】
　請求項３の発明よれば、ガイド受け部に案内されることによって、光学電子部品の鍔部
を接続挿入凹部へ容易に挿抜できる。
【００５３】
　請求項４の発明によれば、光学電子部品やソケットの全体を囲うことなく、接続挿入凹
部に収容される鍔部の一部を利用して、導電パッドとコンタクトの接触部とを外部から密
閉することができる。
【００５４】
　光学電子部品をソケットに接続している間は、導電パッドやコンタクトの接触部が外気
に触れることがないので、劣悪な雰囲気中で光学電子部品をソケットに接続しても、接触
面の腐食がすすまず、接触不良が生じにくい。
【００５５】
　請求項５の発明よれば、ソケットに接続した光学電子部品が外力を受けても、光学電子
部品の絶縁ケースは、円筒収容凹部の鉛直方向に沿った中心軸周りの回転位置が位置決め
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されるので、絶縁ケースが傾いて内蔵する光電変換素子の受光光路が偏倚することがない
。
【００５６】
　また、絶縁ケースを円筒収容凹部内で回動させる毎に、光学電子部品の導電パッドとソ
ケットのコンタクトの接触部間の接触面がセルフクリーニングされ、絶縁物が介在するこ
とによる接触不良が生じにくい。
【００５７】
　更に、ソケットのコンタクトの接触部を、円形底面部から円筒収容凹部内の水平方向に
対して固定した位置に突出させることができるので、円筒収容凹部内で水平面に沿って回
動する絶縁ケースの底面に露出する導電パッドと任意の接触タイミングで接触させること
ができる。
【００５８】
　光学電子部品の絶縁ケースは、一体の鍔部のみがカバー片と円形底面部との間に嵌挿さ
れるので、円筒収容凹部から上方に突出する絶縁ケースの部分を、鍔部がカバー片で覆わ
れない回転位置まで回動操作して、ソケットから光学電子部品を容易に着脱して交換可能
とすることができる。
【００５９】
　請求項６の発明によれば、円筒収容凹部の周壁部やカバー片が変形しにくく、光学電子
部品やソケットが水平方向の外力を受けても、コンタクトの脚部とプリント配線基板の導
電パターンとの電気接続部に大きな回転モーメントが発生せず、パターン剥離などが生じ
ない。
【００６０】
　更に、金属カバーで覆われる方向から円筒収容凹部内に侵入するノイズを遮蔽できる。
【００６１】
　請求項７の発明よれば、光学電子部品やソケットの全体を囲うことなく、円筒収容凹部
に収容される絶縁ケースの底面を利用して、導電パッドとコンタクトの接触部とが接触す
る接触部の空間を外部から密閉することができる。
【００６２】
　光学電子部品をソケットに接続している間は、導電パッドやコンタクトの接触部が外気
に触れることがないので、劣悪な雰囲気中で光学電子部品をソケットに接続しても、接触
面の腐食がすすまず、接触不良が生じにくい。
【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１】本発明の第１実施の形態に係る光学電子部品とソケットの接続構造１の内部構造
を省略した光学電子部品２の斜視図である。
【図２】光学電子部品２の底面図である。
【図３】本発明の第１実施の形態に係る光学電子部品とソケットの接続構造１のソケット
１０の平面図である。
【図４】ソケット１０の斜視図である。
【図５】金属カバー１１を除いたソケット１０の斜視図である。
【図６】金属カバー１１と上弾性リング枠部１２を除いたソケット１０の斜視図である。
【図７】光学電子部品２のスライド方向に沿った図３のＡ－Ａ線で切断して示す縦断面図
である。
【図８】ソケット１０のガイド受け部１４に上方から光学電子部品２を載置した状態を示
す光学電子部品とソケットの接続構造１の斜視図である。
【図９】図８を、光学電子部品２のスライド方向に沿って切断して示す縦断面図である。
【図１０】光学電子部品２をソケット１０へ接続した状態を示す光学電子部品とソケット
の接続構造１の斜視図である。
【図１１】図１０を、光学電子部品２のスライド方向に沿って切断して示す縦断面図であ
る。
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【図１２】図１１の要部拡大縦断面図である。
【図１３】本発明の第２実施の形態に係る光学電子部品とソケットの接続構造３０の光学
電子部品３１の斜視図である。
【図１４】内部構造を省略した光学電子部品３１の平面図である。
【図１５】光学電子部品３１の底面図である。
【図１６】本発明の第２実施の形態に係る光学電子部品とソケットの接続構造３０のソケ
ット４０の斜視図である。
【図１７】図１８のＣ－Ｃ線に沿って切断したソケット４０の横断面図である。
【図１８】図１７のＢ－Ｂ線に沿って切断したソケット４０の縦断面図である。
【図１９】絶縁インシュレータ４９を除いたソケット４０の斜視図である。
【図２０】上方からソケット４０の円筒収容凹部４３に光学電子部品３１を収容した状態
を示す光学電子部品とソケットの接続構造３０の斜視図である。
【図２１】図２０の状態を、図１７のＢ－Ｂ線に沿って切断して示す縦断面図である。
【図２２】光学電子部品３１をソケット４０へ接続した状態を示す光学電子部品とソケッ
トの接続構造３０の斜視図である。
【図２３】光学電子部品と接続する従来のソケット１００の斜視図である。
【図２４】ソケット１００の縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００６４】
　以下、本発明の第１実施の形態に係る光学電子部品とソケットの接続構造１を図１乃至
図１２を用いて説明する。光学電子部品とソケットの接続構造１の光学電子部品２は、図
１１に示すように、プリント配線基板１２０の平面上に実装されるソケット１０に、平面
がプリント配線基板１２０の平面と平行となる姿勢で接続されるものであり、以下、光学
電子部品２とソケット１０の各部の説明は、プリント配線基板１２０の平面に平行な面を
水平面とし、図１１の右方向を前方、左方向を後方、図１１の上下方向を上下方向として
説明する。
【００６５】
　光学電子部品２は、ＣＣＤ、ＣＭＯＳセンサー等の光電変換素子とその受光光路に配設
するフィルター、レンズ等の光学部品を絶縁ケース３内に内蔵したモジュールである。図
１、図２に示すように、光学電子部品２の絶縁ケース３は、平面から円筒収容室４が凹設
された円筒部５と円筒部５の下端に水平面に沿って連設された鍔部６とから構成され、円
筒収容室４内に光電変換素子と光学部品（いずれも図示省略）が収容されている。円筒収
容室４に収容される光電変換素子は、円筒収容室４の窓孔４ａを通して鉛直方向の上方に
臨み、光学電子部品２の上方を撮像視野としている。光電変換素子と光学部品を収容する
絶縁ケース３の収容部を円筒形の円筒部５とすることにより、円形の輪郭のレンズを受光
光路に配置する絶縁ケース３の大きさが最小となる。
【００６６】
　絶縁ケース３の鍔部６は、前後方向を長手方向とする長方形状の輪郭で形成され、図２
に示すように、円筒部５から前方に突出する鍔部６の底面に、左右方向の一列に沿って光
電変換素子に接続する多数の導電パッド７、７・・が露出している。このうち、左右両側
の導電パッド７は、接続検知用導電パッド７ａ、７ａとなっていて、その前端が、他の導
電パッド７より前方まで露出している。また、鍔部６の左右の側面には、ソケット１０側
の後述する一組の係合片１５、１５がそれぞれ係合する係合凹部６ａ、６ａが凹設されて
いる。
【００６７】
　ソケット１０は、絶縁プレート１６と、絶縁プレート１６の前方の上方を覆う金属カバ
ー１１と、絶縁プレート１６を挿通して固定される多数のコンタクト１７とを備え、絶縁
プレート１６と金属カバー１１とで、プリント配線基板１２０の平面上に水平面に沿って
実装されるソケット１０のハウジングが構成される。絶縁プレート１６は、図６に示すよ
うに、扁平な矩形板状に形成され、左右の側辺に沿って、その間に光学電子部品２の鍔部
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６を前後方向に沿ってスライド自在に案内するガイド壁１８、１８が立設されている。絶
縁プレート１６の後方は、貫通孔が形成されることにより矩形枠状に形成され、上方から
光学電子部品２の鍔部６を載置する部品受け領域１６Ａと、前方は、多数のコンタクト１
７の各接触部１７ａを上方へ突出させる接続領域１６Ｂとなり、絶縁プレート１６の部品
受け領域１６Ａとその両側のガイド壁１８、１８とで、上方から載置される光学電子部品
２の鍔部６を前後方向に沿って案内するガイド受け部１４が構成され、接続領域１６Ｂと
後述する金属カバー１１とで鍔部６の前方を前後方向に沿って挿抜自在とする接続挿入凹
部１９が構成される。また、部品受け領域１６Ａの左右両側には、一組の係合片１５、１
５との干渉を避ける逃げ溝２３、２３が凹設されている。
【００６８】
　図７に示すように、絶縁プレート１６の接続領域１６Ｂは、その後方の部品受け領域１
６Ａより薄肉に形成され、その中央に左右方向に沿って多数のコンタクト１７を支持する
突条２０が上方に向けて突設されることにより、突条２０の周囲に矩形状のシール収容凹
部２１が形成される。シール収容凹部２１には、それぞれ合成ゴムから形成される下弾性
リング枠部１３と上弾性リング枠部１２が上下に重ねて配置されている。上弾性リング枠
部１２の後方の平面は、前方に向かって上方に傾斜する鍔受面１２ａとなっていて、前方
に移動する鍔部６に当接して下降し、下弾性リング枠部１３を圧縮するように作用する。
【００６９】
　また、上弾性リング枠部１２の平面には、コンタクト１７を挿通する開口の周囲に、更
に、矩形リングシール２２が湾曲する上方の一部を残して埋設されている。
【００７０】
　絶縁プレート１６の接続領域１６Ｂの上方は、導電性の金属板を折り曲げ加工して形成
される金属カバー１１で覆われ、光学電子部品２の鍔部６の前方を、前後方向に沿って挿
抜自在に収容する接続挿入凹部１９が形成される。接続挿入凹部１９内で鉛直方向の矩形
リングシール２２と金属カバー１１との間隔は、鍔部６の厚さより短く、従って、鍔部６
は、下弾性リング枠部１３、上弾性リング枠部１２及び矩形リングシール２２を圧縮しな
がら接続挿入凹部１９に挿入される。また、絶縁プレート１６の前端には、左右のガイド
壁１８、１８の前端から内側に向けて一組のストッパー壁２４、２４が連設され、前方か
ら接続挿入凹部１９に挿入される光学電子部品２の鍔部６を前方に抜け止めしている。
【００７１】
　接続挿入凹部１９の上面を構成する金属カバー１１には、それぞれ左右のガイド壁１８
、１８を上方から覆う一組の腕部１１ａ、１１ａが後方に向けて一体に連設されている。
一組の腕部１１ａ、１１ａは、細幅のガイド壁１８、１８が容易に変形しないように補強
するとともに、前後の位置で絶縁プレート１６の底面に沿って外側に折り曲げられた接地
脚部１１ｂ、１１ｂをプリント配線基板１２０の図示しない接地パターンへ半田接続する
ことにより、ソケット１０をプリント配線基板１２０の平面上に強固に固定する。更に、
各腕部１１ａ、１１ａの前方の内側には、逃げ溝２３、２３の上方に向かって一組の係合
片１５、１５が一体に片持ち支持されている。一組の係合片１５、１５は、後述する導電
パッド７と対応するコンタクト１７の接触部１７ａが接触する鍔部６の接続挿入凹部１９
内のスライド位置で、鍔部６の係合凹部６ａに陥入する位置に突出し、係合凹部６ａと係
合することによって鍔部６をスライド位置で前後方向に対して位置決めする。
【００７２】
　多数のコンタクト１７は、絶縁プレート１６の突条２０に左右方向に一定の絶縁間隔を
隔てて固定され、図７に示すように、突条２０の平面から上方斜め前方に折り返された接
触部１７ａは、上弾性リング枠部１２の開口を挿通して接続挿入凹部１９内に臨んでいる
。多数のコンタクト１７の各接触部１７ａは、それぞれ接続挿入凹部１９内で鍔部６とと
もに前後方向にスライドする対応する導電パッド７の移動軌跡に突出し、スライド位置で
位置決めされた鍔部６の底面に露出する対応する導電パッド７に下方から弾性接触する。
【００７３】
　このソケット１０は、図７に示すように、絶縁プレート１６の底面に垂設されたボス２
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５をプリント配線基板１２０の位置決め孔１２０ａに挿通させてプリント配線基板１２０
の平面上に位置決めされ、位置決めされた状態で各コンタクト１７の突条２０から下方に
突出する脚部１７ｂは、プリント配線基板１２０のスルーホールを挿通し、その周囲に形
成された図示しない対応する信号パターンに半田接続するとともに、上述した金属カバー
１１の各接地脚部１１ｂは、接地パターンに半田接続することにより、プリント配線基板
１２０上に実装される。また、絶縁プレート１６の底面の各コンタクト１７の脚部１７ｂ
が突出する部位には、コンタクト１７の脚部１７ｂの周囲と絶縁プレート１６との間に密
着する密閉シール２６が弾装され、突条２０と脚部１７ｂとの隙間を外部と遮断している
。
【００７４】
　プリント配線基板１２０上に実装されたソケット１０へ光学電子部品２を接続する際に
は、図８、図９に示すように、導電パッド７が底面に露出する側を前方とした姿勢で光学
電子部品２の鍔部６をソケット１０の部品受け領域１６Ａ上に上方から載置した後、左右
両側のガイド壁１８に沿って鍔部６を前方へスライドし、接続挿入凹部１９へ挿入する。
【００７５】
　鍔部６を接続挿入凹部１９内で前方へスライドさせると、鍔部６の前端が鍔受面１２ａ
に当接して，上弾性リング枠部１２と下弾性リング枠部１３を押し下げ、図１０乃至図１
２に示すように、矩形リングシール２２を乗り越えて接続挿入凹部１９内のスライド位置
まで挿入すると、一対の係合片１５、１５が鍔部６の係合凹部６ａに係合し、鍔部６の前
後方向のスライドが規制される。ここでは、全てのコンタクト１７の接触部１７ａは、前
後方向で同一の位置に臨んでいるものとして、スライド位置まで鍔部６をスライドさせる
直前に一対の接続検知用導電パッド７ａ、７ａが対応するコンタクト１７の接触部１７ａ
に電気接続し、続いて、残る全ての導電パッド７に対応するコンタクト１７の接触部１７
ａが下方から弾性接触し、相互に電気接続する。従って、光学電子部品２をソケット１０
へ着脱するタイミングを、一対の接続検知用導電パッド７ａ、７ａと対応するコンタクト
１７の接触部１７ａが電気接続することから検知できる。
【００７６】
　また、鍔部６のスライド位置においては、上弾性リング枠部１２、下弾性リング枠部１
３及び矩形リングシール２２が圧縮変形することによって接続挿入凹部１９に挿入される
鍔部６を矩形リングシール２２と金属カバー１１との間で挟持し、鍔部６の底面に矩形リ
ングシール２２が弾性接触して密着する。その結果、多数の導電パッド７と対応するコン
タクト１７の接触部１７ａが接触する接触部の空間は、鍔部６の底面と、上弾性リング枠
部１２、下弾性リング枠部１３及び矩形リングシール２２が積層された弾性シール部材と
、絶縁プレート１６の平面とで囲われ、外部から密閉される。
【００７７】
　鍔部６がスライド位置で位置決めされた状態で、光学電子部品２に内蔵の光電変換素子
は、導電パッド７とコンタクト１７を介してプリント配線基板１２０の信号パターンに電
気接続する。また、このスライド位置で光学電子部品２とソケット１０が接続した状態で
、光学電子部品２の光電変換素子は、プリント配線基板１２０の平面に直交する鉛直方向
の上方に臨み、上方を撮像視野とした画像を光電変換する。
【００７８】
　ソケット１０に接続する光学電子部品２を抜き出す場合には、係合凹部６ａに係合する
係合片１５の弾性に抗して、スライド位置にある鍔部６を後方へ引き出し、係合凹部６ａ
と係合片１５との係合を解き、鍔部６を部品受け領域１６Ａまで後方へ移動させた後、上
方へ引き上げて抜き出す。このように、ソケット１０に対して光学電子部品２を容易に着
脱でき、用途に応じて種々の異なる光学電子部品２を容易に交換できる。
【００７９】
　上述の実施の形態では、光学電子部品２を水平方向に直線上にスライドさせてソケット
１０に着脱しているが、光学電子部品３１を鉛直方向の軸周りに回転させてソケット４０
へ着脱するものであってもよい。この本発明の第２実施の形態に係る光学電子部品とソケ
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ットの接続構造３０の光学電子部品３１は、第１実施の形態と同様に、図２１に示すよう
に、プリント配線基板１２０の平面上に実装されるソケット４０に、平面がプリント配線
基板１２０の平面と平行となる姿勢で接続されるものであり、以下、光学電子部品とソケ
ットの接続構造３０の各部を、プリント配線基板１２０の平面に平行な面を水平面と、図
２１の上下方向を上下方向として、図１３乃至図２２を用いて説明する。
【００８０】
　光学電子部品３１は、図１３乃至図１５に示すように、絶縁性合成樹脂からなる有底円
筒体状の絶縁ケース３２を備え、絶縁ケース３２の平面から凹設された円筒収容室３３内
に、光電変換素子と光学部品（いずれも図示省略）を収容したモジュールで、円筒収容室
３３に収容される光電変換素子は、円筒収容室３３の開口３３ａを通して鉛直方向の上方
に臨み、光学電子部品３１の上方を撮像視野としている。
【００８１】
　絶縁ケース３２の円筒形の外側面の下端には、円筒の中心軸周りの１８０度間隔で１対
の鍔部３４、３４が水平方向に突設されている。鍔部３４の外側面は、後述するソケット
４０の円筒周壁部４６ａの湾曲する内壁面とほぼ同一の曲率の湾曲面で形成され、これに
より絶縁ケース３２は、円筒周壁部４６ａによってその中心軸周りで回動自在に案内され
る。各鍔部３４の湾曲する外側面の中央には、円筒周壁部４６ａの内壁面に突設された係
合突起４４が係合する係合凹部３４ａが凹設されている。係合突起４４が係合凹部３４ａ
に係合することにより、鉛直方向に沿った上記中心軸周りの光学電子部品３１の回転を規
制し、所定の回転位置であるスライド位置に位置決めするものである。
【００８２】
　絶縁ケース３２の円形の輪郭の底面には、図１５に示すように、光電変換素子に接続す
る多数の導電パッド３５、３５・・が底面の中心を通る直線の両側の二列に沿って露出し
ている。
【００８３】
　ソケット４０は、合成樹脂製の円板状の絶縁プレート４５と、絶縁プレート４５の円形
の周囲から上方に起立する円筒状の金属ケース４６と、絶縁プレート４５を挿通して固定
される多数のコンタクト４７とを備え、絶縁プレート４５と金属ケース４６とで、プリン
ト配線基板１２０の平面上に水平面に沿って実装されるソケット４０のハウジングが構成
され、ハウジングの内側に、上方から光学電子部品３１の絶縁ケース３２を回転自在に収
容する円筒収容凹部４３が形成される。金属ケース４６の円筒周壁部４６ａの内径は、光
学電子部品３１の１対の鍔部３４、３４間の外径よりわずかに長く、従って、光学電子部
品３１は、円筒周壁部４６ａの内壁面によって、円筒収容凹部４３内を円筒周壁部４６ａ
の中心軸周りで回転するように案内される。
【００８４】
　円筒収容凹部４３内で、絶縁プレート４５の平面は、導電パッド３５が露出する絶縁ケ
ース３２の底面に鉛直方向で対向する接続領域４５Ａとなり、光学電子部品３１のスライ
ド位置で多数の導電パッド３５、３５・・が対向する接続領域４５Ａの各位置に、多数の
コンタクト４７が絶縁プレート４５を貫通して一定の絶縁間隔を隔てて固定されている。
図１８に示すように、多数のコンタクト４７が植設された接続領域４５Ａを囲って絶縁プ
レート４５の上方に円筒弾性シール４１が配設され、更にその上方に円筒弾性シール４１
で上方に付勢される円板状の絶縁インシュレータ４９が載置されている。絶縁インシュレ
ータ４９には、多数のコンタクト４７をそれぞれ游挿させる多数の貫通孔４９ａが穿設さ
れ、絶縁インシュレータ４９が円筒収容凹部４３内に収容される光学電子部品３１により
押し下げられると、相対的にコンタクト４７の後述する接触部４７ａが貫通孔４９ａから
上方に突出する。
【００８５】
　また、絶縁インシュレータ４９の平面には、更に、多数のコンタクト４７が游挿される
貫通孔４９ａを囲って、円形断面のリングシール４２がその上方の一部を残して埋設され
ている。
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【００８６】
　各コンタクト４７は、絶縁プレート４５を貫通して固定されるコンタクト本体４７ｂと
、コンタクト本体４７の上方に付勢された状態で上下動自在に取り付けられた接触ピン４
７ａとからなり、接触ピン４７ａは、絶縁インシュレータ４９の貫通孔４９ａを貫通して
円筒収容凹部４３内に臨んでいる。従って、多数のコンタクト４７の各接触部４７ａは、
それぞれ円筒収容凹部４３内で絶縁ケース３２の中心軸周りで回転する導電パッド３５の
移動軌跡に突出し、スライド位置で位置決めされた絶縁ケース３２の底面に露出する対応
する導電パッド３５に下方から弾性接触する。
【００８７】
　絶縁プレート４５を貫通して下方に突出するコンタクト本体４７ｂの部位は、プリント
配線基板１２０の対応する信号パターンに半田接続される脚部となっていて、その周囲と
絶縁プレート４５との間には密閉シール４８が弾装され、脚部が貫通する絶縁プレート４
５の隙間が密閉されている。
【００８８】
　図１６に示すように、金属ケース４６の円筒周壁部４６ａの上端には、円筒周壁部４６
ａの中心軸周りで９０度の間隔を隔てて、一対の扇形カバー片４６ｂ、４６ｂが円筒収容
凹部４３の上方を覆うように一体に形成されている。一対の扇形カバー片４６ｂ、４６ｂ
間の内径は、光学電子部品３１の１対の鍔部３４、３４間の外径より短く、また、自由状
態のリングシール４２と扇形カバー片４６ｂ間の鉛直方向の間隔は、鍔部３４の鉛直方向
の厚みより短く、これにより、一対の扇形カバー片４６ｂ、４６ｂ、円筒周壁部４６ａ及
び円筒弾性シール４１により上方に付勢される絶縁インシュレータ４９及びリングシール
４２とで、光学電子部品３１の絶縁ケース３２をソケット４０の円筒収容凹部４３へ連結
するバヨネット連結機構が構成される。
【００８９】
　すなわち、光学電子部品３１を、一対の扇形カバー片４６ｂ、４６ｂと鍔部３４が干渉
しない回転位置の姿勢で円筒収容凹部４３内に下降させ、円筒弾性シール４１を圧縮させ
ながら絶縁インシュレータ４９を押し下げた後に、鍔部３４が扇形カバー片４６ｂに当接
する回転位置まで中心軸周りで回転させると、円筒弾性シール４１の弾性でリングシール
４２から上方に付勢される鍔部３４が扇形カバー片４６ｂの底面に当接し、光学電子部品
３１は、絶縁ケース３２の底面がリングシール４２に弾性接触した状態でソケット４０の
円筒収容凹部４３に連結される。
【００９０】
　鍔部３４の係合凹部３４ａに係合する一対の係合突起４４、４４は、それぞれ図１６、
図１７に示すように、中心軸周りで扇形カバー片４６ｂの中間位置となる円筒周壁部４６
の部位に金属板を内方に打ち出して形成され、これにより鍔部３４が扇形カバー片４６ｂ
の底面の中央に当接する回転位置を、光学電子部品３１を回転方向に対して位置決めする
スライド位置としている。このスライド位置で、円筒収容凹部４３に臨む各コンタクト４
７の接触部４７ａと、対応する導電パッド７が対向する位置となるように、多数の導電パ
ッド７、７・・は、絶縁ケース３２の底面の各部位に露出している。
【００９１】
　このソケット４０は、図１８に示すように、絶縁プレート４５をプリント配線基板１２
０の平面上に配置し、絶縁プレート４５から下方に突出する各コンタクト４７の脚部を、
プリント配線基板１２０のスルーホールを挿通させて、その周囲に形成された図示しない
対応する信号パターンに半田付けするとともに、金属ケース４６の円筒周壁部４６ａの下
端の４カ所の位置から水平面に沿って外側に折り曲げられた接地脚部４６ｃ、４６ｃをプ
リント配線基板１２０の図示しない接地パターンへ半田接続し、プリント配線基板１２０
上に実装する。
【００９２】
　プリント配線基板１２０上に実装されたソケット４０へ光学電子部品３１を接続する際
には、図２０、図２１に示すように、鍔部３４が扇形カバー片４６ｂと重ならない回転位
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置の姿勢とした光学電子部品３１を、ソケット４０の円筒収容凹部４３の下方へ挿入し、
絶縁ケース３２の底面で絶縁インシュレータ４９を押し下げて円筒弾性シール４１を圧縮
させながら、円筒周壁部４６ａに沿って円筒収容凹部４３の中心軸周りに絶縁ケース３２
を回転させる。
【００９３】
　ソケット４０側の係合突起４４と光学電子部品３１側の係合凹部３４ａが対向するスラ
イド位置まで絶縁ケース３２を回転すると、係合突起４４と係合凹部３４ａが係合して光
学電子部品３１の中心軸周りの回転が規制されて位置決めされ、絶縁ケース３２の底面に
露出する多数の導電パッド３５に対応するコンタクト４７の接触部４７ａが下方から弾性
接触し、相互に電気接続する。
【００９４】
　また、このスライド位置で光学電子部品３１の押し下げ操作を解くと、円筒弾性シール
４１の弾性によって絶縁インシュレータ４９を介して絶縁ケース３２の鍔部３４が上方に
付勢され、扇形カバー片４６ｂの底面の中央位置に当接し、ソケット４０と光学電子部品
３１が連結される。スライド位置でソケット４０と光学電子部品３１が連結された状態で
は、円筒弾性シール４１とリングシール４２が圧縮変形することによって、絶縁インシュ
レータ４９の平面に固定されたリングシール４２が導電パッド３５が露出する部位を囲う
絶縁ケース３２の底面に弾性接触して密着する。その結果、多数の導電パッド３５と対応
するコンタクト４７の接触部４７ａが接触する接触部の空間は、絶縁ケース３２の底面と
、リングシール４２、絶縁インシュレータ４９及び円筒弾性シール４１とが積層された弾
性シール部材と、絶縁プレート４５の平面とで囲われ、外部から密閉される。
【００９５】
　絶縁ケース３２がスライド位置の回転位置で位置決めされた状態で、光学電子部品３１
に内蔵の光電変換素子は、導電パッド３５とコンタクト４７を介してプリント配線基板１
２０の信号パターンに電気接続する。また、このスライド位置で光学電子部品３１とソケ
ット４０が接続した状態で、光学電子部品３１に内蔵された光電変換素子は、プリント配
線基板１２０の平面に直交する鉛直方向の上方に臨み、上方を撮像視野とした画像を光電
変換する。
【００９６】
　ソケット４０に接続する光学電子部品３１を抜き出す場合には、係合凹部３４ａに係合
する係合突起４４５の弾性に抗して、スライド位置にある絶縁ケース３２を中心軸周りの
いずれかの方向に回転させる。図２０に示すように、絶縁ケース３２の鍔部３４が扇形カ
バー片４６ｂで覆われない位置まで回転させると、圧縮変形していた円筒弾性シール４１
とリングシール４２が復帰して光学電子部品３１の全体を押し上げるので、円筒収容凹部
４３の上方に突出する絶縁ケース３２を引き上げてソケット４０から抜き出すことができ
る。このように、ソケット４０に対して光学電子部品３１を容易に着脱でき、用途に応じ
て種々の異なる光学電子部品３１を容易に交換できる。
【００９７】
　上述の各実施の形態では、ソケット１０、４０のハウジングの一部に金属カバー１１、
金属ケース４６を用いているが、必ずしも金属板を用いることなく、合成樹脂など他の材
料で形成してもよい。
【００９８】
　また、プリント配線基板１２０と平行な水平面に沿ってソケットのハウジングが固定さ
れるものであれば、プリント配線基板の平面上に固定されるハウジングに限らず、スルー
ボードソケットのように、プリント配線基板の凹部にハウジングの一部を嵌合させるもの
であってもよい。
【００９９】
　更に、プリント配線基板に実装された他のコネクタや接続ケーブルを介してソケットを
プリント配線基板に接続するものであってもよい。
【０１００】
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　また、光学電子部品は、内蔵する光電変換素子を平面の開口から上方へ臨ませるもので
あれば、他の機能部品を内蔵したモジュールであってもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１０１】
　本発明は、プリント配線基板の取付孔に周囲がシールドされたケースの下部が落とし込
まれて装着される光学電子部品とソケットの接続構造に適している。
【符号の説明】
【０１０２】
１　　　光学電子部品とソケットの接続構造（第１実施の形態）
２　　　光学電子部品
３　　　絶縁ケース
６　　　鍔部
７　　　導電パッド
１０　　ソケット
１１　　金属カバー（ハウジング）
１２　　上弾性リング枠部（第１弾性シール部材）
１３　　下弾性リング枠部（第１弾性シール部材）
１６　　絶縁プレート（ハウジング）
１６Ｂ　接続領域
１７　　コンタクト
１７ａ　接触部
１８　　ガイド壁（ガイド部）
１９　　接続挿入凹部
２２　　矩形リングシール（第１弾性シール部材）
３０　　光学電子部品とソケットの接続構造（第２実施の形態）
３１　　光学電子部品
３２　　絶縁ケース
３４　　鍔部
３５　　導電パッド
４０　　ソケット
４１　　円筒弾性シール（第２弾性シール部材）
４２　　リングシール（第２弾性シール部材）
４３　　円筒収容凹部
４５　　絶縁プレート（円形底面部）
４５Ａ　接続領域
４６　　金属ケース（ハウジング）
４６ａ　円筒周壁部（ガイド部）
４７　　コンタクト
４７ａ　接触部
４９　　絶縁インシュレータ（第２弾性シール部材）



(17) JP 6390664 B2 2018.9.19

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】



(18) JP 6390664 B2 2018.9.19

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】



(19) JP 6390664 B2 2018.9.19

【図１８】

【図１９】

【図２０】

【図２１】

【図２２】

【図２３】

【図２４】



(20) JP 6390664 B2 2018.9.19

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２０１３－１０１７９９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１０－０４５４４７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１０－０９８４４９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－３２７９１４（ＪＰ，Ａ）　　　
              米国特許出願公開第２００９／０１０４７９７（ＵＳ，Ａ１）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０１Ｒ　　３３／７４　　　　
              Ｈ０１Ｒ　　１２／５１　　　　
              Ｈ０１Ｌ　　２７／１４６　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

